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本
書
の
著
者
勝
呂
弘
博
士
は
戰
前
久
し
く
長
崎
高
商
敎
授
と
し
て
t

が
あ 

り
、
'「

海
上
保
險
硏
究」

(

昭
和
十
ハ
ヰ)
及

び「

保
險
學」

(

昭
和
十
四
年)

の 

勞
作
を
公
刊
し
て
、
そ
の
深
遠
な
學
識
と
篤
實
な
學
風
と
•は
夙
に
江
湖
に
定
評 

が
あ
る
。
.太
平
i

荦
中
に
は
召
集
せ
ら
れ
て
南
方
に
あ
っ
た
が
、
'終
戰
復
員 

の
後
に
は
明
治
大
學
教
授
、
續
い
て
横
濱
國
立
大
學
敎
授
と
な
り
、.
の
ち
神
戶 

大
學
敎
授
に
轉
じ
て
現
荏
に
笛
っ
て
い
る
0

',
:

本
書
は
著
者
自
ら
い
ぅ
通
り
、
舊

著

「

海
上
保
險J 

(
昭
和
二
十
五
年)

に 

對
し
、
ニ
年
の
歲
月
を
費
し
て
加
除
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
、
，理
論
體
罙
に
お 

い
て
は
舊
著
と
異
ら
な
い
が
、
利
益
論
、
危
險
論
、
損
害
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
總 

說
に
當
る
部
分
に
っ
い
て
は一

段
深
く
掘
り
下
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
單
に
外 

形
か
ら
み
て
紙
數
を
比
較
す
れ
ば
、
版
組
は
同
一
で
舊
著
は
本
文
二
百
四
十一
一
 

貝
、
新
著
は
本
文
四
百
七
十
八
頁
、
新
著
は
舊
著
の
殆
ん
ど
二
倍
に
近
く
擴
大 

せ
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
內
容
に
お
い
て
は
格
別
の
充
實
を
み
た
の
で
あ 

る
。

'

 

.

.

.

.

著
者
の
改
訂
增
補
の
筆
が
精
徽
で
、
假
令
些
細
と
思
わ
れ
る
事
に
っ
い
て
も 

決
し
て
疎
略
に
扱
わ
な
い
こ
と
は
、
內
外
の
參
照
文
献
等
の
略
稱
解
に
つ
い

'

四

六

(

八
七
7\)

て
新
舊
兩
渚
を
對
照
し
て
み
て
も
そ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
 

新
著
の
本
文
胃
頭
の
第
一
編
第〗

章
は
新
稿
で
あ
り
、
.第
二
編
海
上
被
保
險
利 

益
、
第
一
章
總
說(

四
九

〜
一

三
ニ
頁

)

.の
う
ち
最
後
の
第
八
節
を
除
い
て
、
 

他
は
舊
著
.Cr

l
1
〜

三
七
，頁)

を
全
部
改
稿
し
た
も
の
で
、
舊
著
に
お
け
る
被 

保
險
利
益
の
.意
義
と
題
す
る
一
節
は
、
新
著
に
お
い
ズ

^:
歡
傲
險
利
益
£-
息 

義
、
利
益
の
實
體
に
關
す
るa

{
•說
の
吟
味
、
被
保
險
利
益
の
主
^ii 、

.利
益
,. 

の
保
險
可
能
姓
、
被
保
險
i

の
種
類
、.
被
保
險
利
益
の
確
定
、
複
數
利
益
の 

相
互
關
係
の
七
節
に
擴
大
し
て
詳
論
せ
ら
れ
る
。.
そ
し
て
舊
著
に
お
い
て
著
者 

は
、
被
保
險
利
益
は
人
と
物
と
の
關
係
と
す
る
關
係
說
を
採
っ
て
い
た
が
、
新 

著
に
お
い
て
は
財
產
財
說
ま
た
は
貸
®

値
説
を
支
持
す
る
こ
と
を
明
か
に
し 

て
い
る
。
-

‘ 

' 

' 

• 

•

,

.

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
第
三
編
航
海
に
關
す
る
危
險
、
第
一
章
總
說(

一
六
五 

〜
一

八
五
頁

)

に
も
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
で
新
著
は
危
險
包 

括
負
擔
の
原
則
、
魟
險
の
特
定
と
因
果
關
係
の
ニ
節
に
分
か
れ
、
そ
れ
は
、
舊 

著
の
保
險
契
約
上
に
お
け
る
危
險
の
地
位
、
海
上
保
險
者
の
負
擔
危
險
、
因
果 

.關
係
の
三
節
に
相
當
す
る
が
、
同
一
名
稱
の
細
目
1
に
お
い
て
も
論
ず
る
と
.

こ 

ろ
の
內
容
は
決
し
て
同
一
で
は
な
い
。
試
み
に
危
險
包
括
負
擔
の
原
則(

新
著 

一
六
五
頁

〜

、
舊
著
七
八
頁

〜
)

.も
し
く
は
因
果
關
係(

新
著
一
七
五
頁〜

、
 

舊
著
八
四
頁〜

)

を
點
檢
す
れ
ば
、
そ
の
虛
僞
で
な
い
こ
と
が
立
ち
ど
こ
ろ
に 

判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
新
著
第
©
編

(ii.

六
九〜

四
七
八
頁)

仗

舊
著
第
三
編

(

一八九

〜

ニ 

s

三
頁)

に
相
當
す

る

が
、
舊
稿
に
新
稿
を
添
加
增
補
し
て
殆
ん
ど
三
倍
に
膨 

脹
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
旣
に
舊
著
に
お
い
て
著
渚
の
本
領
と
し
て
顯
著 

で
ふ
る
よ
う
に
海
上
保
險
の
あ
ら
ゆ
る
間
題
を
細
大
洩
さ
ず
採
り
上
げ
て
丹
念

に
記
述
し
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
明
快
透
徹
な
論
理
と
、
中
正
妥
當
な 

論
旨
と
、
併
せ
て
ア
ー
ノ
ル
ド
、

テ
ン
プ
ル
マ
ン
、

リ
ッ
ク

ー

、
キ
ッ
シ
ュ
、
 

ブ
ル
ッ
ク
ス
、
村
瀬
、
加
藤
、
小
町
谷
、
K
中
、
今
村
、
そ
の
他
内
外
の
諸
權 

威
の
所
説
、
法
規
、
判
例
を
以
て
補
足
す
る
隨
所
の
詳
細
周
密
な
註
釋
と
は
、
 

新
著
に
お
い
て
も
沒
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
特
徵
で
、
朝
學
の
饋
者
の
蒙
を
啓 

く
と
共
に
、
專
門
學
者
の
同
意
を
促
し
て
•い
る
。
そ
し
て
附
録
の
詳
細
な 

は
.一.殷
の
讀
若
を
利
す
る
こ
と
が
少
く
な
い
。

わ
が
國
に
お
い
て
は
海
上
保
險
.の
全
般
，に
亙
る
著
書
と
し
て
世
に
定
評
の
あ 

.る
も
の
に
対
瀬
春
雄
、

_
ホ
^
太
郞
、

加
藤
由
作
、

推
名
幾
三
郞
、
.
久
川
武 

三
、
そ
の
他
の
傅
士
敎
授
の
勞
作
が
あ
る
が
、
こ
の
新
著
は
そ
れ
等
に
.伍
し
て 

比
類
稀
な
る
空
前
の
大
作
と
稱
し
て
も
決
し
て
溢
美
で
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
但 

し
こ
の
勞
作
も
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
海
上
保
險
の
著
書
と
等
し
く
形
式
的
法
律 

的
範
墙
に
お
け
る
硏
究
に
腐
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
な
く
て
は
な
ら 

.な
い
。(

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
日
刑
、
發
行
所
株
式
會
社
春
秋
社
、
本
文
四 

七
八
頁
、
定
價
七
八
〇
圓

) 

(

園

乾

治

)

■
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勞
働
價
値
說
に
關
す
る
論
爭
は
じ
ゆ
う
ら
い
麗
々
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
. 

こ
の
討
論
の
特
徴
は
、
同
一
號
の
誌
上
で
近
i

濟
學
を
代
表
す
る
ロ
ビ
ン
ソ 

ソ
が
ま
ず
勞
働
價
値
說
を
批
判
し
、
つ
ぎ
に
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
を
代
表
す
る
ギ 

ル
マ
ン
お
ょ
び
ド
ゥ

ニ
が
こ
れ
を
批
判
す
る
と
.

い
う

形
式
を
と
つ

て

お
り
、
相 

互
に
超
越
的
に
で
は
な
く

内
在
的
に
相
手
方
の
見
解
を
克
服
し
ょ
う
と
つ
と
め 

て
い
る
點
で
あ
る
。
私
は
な
る
べ
く
忠
實
に
三
つ
の
論
文
の
內
容
を
順
々
に
紹 

介
し
、
私
自
身
の
く
わ
し
い
檢
對
は
次
の
機
會
に
ゆ
ず
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
.

.

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の

議
論
は
い
ろ
い
ろ
の
方
面
に
お
ょ
ん
で
い
る
が
、
そ
の
ぅ
ち 

の
重
要
な
論
點
は
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

㈠

，勞
働
價
値
說
の
討
議
は
通
常
ィ
デ
ォ
ロ
ギ~

に
く
も
ら
さ
れ
て
お
こ
な 

わ
れ
る
。
辯
護
者
も
批
判
者
も
と
.も
に
問
題
の
不
充
分
な
理
解
に
.立
脚
し
が
ち 

で
あ
る
。
と
く
に
辯
護
^
に
つ
い
て
い
え
-ば
、
彼
等
は
自
然
的
稀
少
物
ヵ
價
格 

に
た
い
し
て
影
響
を
.有
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
り

(

と

の

罾
、
後
出
の
ド
ゥ

二 

.の
批
判
參
服)

、
價
値
を
勞
働
時
間
の
產
物
と
.定
_
す
る
こ
と
で
單
な
る
同
義 

反
復
に
お
ち
い
っ
た
り
し
て
い
る
.0
價
値
論
に
は
ニ
っ
の
局
面
が
あ
る
。
'一
は 

經
濟
全
體
に
お
け
る
利
潤
の
賃
金
匕
た
い
す
る
_
ム
ロ
|

搾
取
申
|

に
か
ん 

す
る
も
の
.で
あ
る
。.1

は
特
定
諸
商
品
の
相
對
的
價
格
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ 

る
。
.ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
こ
の
論
文
で
あ
っ
か
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
の
問
題
で
あ 

る
旨
、
自
ら
こ
と
.わ
つ
て
い
る(

P
.
141. 〕

。.
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ち
な
み
.に
.第i

の
問
題
に
っ
V

'
四

七
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